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平成３１年度 障がい者支援施設南富良野からまつ園事業計画書 

 

障がい者支援施設南富良野からまつ園は、ご利用者に快適な環境のもとで、健康で豊かな

生活を送ることができるよう、次の事業を推進します。また、年間事業テーマを「一視同仁

（すべてに平等で分け隔てなく接する事）」とし、地域や関係機関と連携しながらご利用者

が生きがいを持って暮らせる施設づくりを目指します。 

 

第１ 基本方針 

私達は、障がい者をかけがえのない存在として尊重し、福祉サービスを必要とするご利用

者に「やさしさ」を基本として、心の通い合うサービスの提供を目指します。特にご本人の

意思による自己決定を尊重し、働く事や様々な社会体験を通してより豊かで充実した生活の

提供を目指します。また、ご利用者の重度・高齢化を問題として捉えず、当たり前のライフ

ステージの移行と受けとめ、その時々の状態に即した安心・安全なサービスの提供を目指す

とともに意思決定支援の充実や自治会活動、自立訓練の推進等、ご利用者のＱＯＬの向上に

努めます。 

また、２０２１年に迎える「からまつ園開設４０周年記念事業」の実施に向けて準備を進 

めます。 

 

１ 高齢化に伴う介護技術の向上 

ご利用者の高齢化や身体機能の低下に伴い誤嚥、転倒等のリスクが高まることから職員

一人ひとりが安心・安全な介護を提供できるよう、介護保険施設の指導を仰ぎながら技術

の向上を図ります。 

２ 健康（体力）の増進 

体力と免疫力の向上、高齢者の介護予防や生活リズムの調整、ストレス解消等の効果を

目指し、「身体を動かす事」、「歩く事」、「働く事」を基本に健康（体力）の維持・増進に向

けた取り組みを実施します。 

３ ご利用者の意思決定支援 

ご利用者の意思と権利を尊重し、関係法令の遵守を徹底しながらご利用者本位のサービ

スの提供と人権侵害の根絶を目指します。また、ご利用者一人ひとりが、日常生活の様々

な場面で納得して意思決定できる支援体制の整備に努めます。 

４ 風通しの良い職場づくり 

  日頃より「報告・連絡・相談」を通して情報の共有を図りながら職員間のコミュニケー

ションを活性化し、「言いたい事を言い合える」環境と長期的にやりがいを持って協働で

きる職場風土を構築します。 

５ 業務に関する意識改革 

  誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、責任を果たす一方で個人の時間を持てる健

康で豊かな生活ができるようワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の双方の調和）の実

現を目指し、既存の業務形式にこだわらない新しい手法や作業効率を向上させる取り組み

を推進します。 
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６ 支援のあり方と生活環境の改善 

  あおぞらの会および利用者生活委員会の意見を反映した形で生活習慣や既存の考え、手

法等を抜本的に見直しながら、ご利用者と共に施設のハード・ソフト両面の改善に努めま

す。 

７ 防犯・防災意識の向上 

  不審者の侵入や地震、台風等の自然災害からご利用者と職員を守り、いかなる状況にお

いてもサービスを継続する使命を果たすため、全職員が、有事に適切に対処できるよう、

教育と訓練を徹底するとともに設備の見直しや強化を不断なく行い、強固な防犯・防災体

制を構築します。 

 

第２ 組織とご利用者状況 

１ 組織の概要 

  ご利用者の障がい特性を踏まえたサービスを提供するとともに、安定した施設経営を遂

行するために、次の組織体制とします。 

（１） 総務部 

  総務部は、総務課及び係を配置し、関係法令等を遵守し、事業計画及び諸規程に則り、

施設の健全運営に必須となる予算の適正な執行、庶務、会計、園舎管理を行います。また、

栄養士はご利用者の健康や嗜好に配慮した食事提供と栄養管理に努め、衛生および調理業

務の総括的な管理指導等を行います。 

 

（２）生活支援部 

  生活支援部は、生活支援第１課、同第２課、活動支援課、健康支援課を置き、障がいに

応じた組織体制をもって質の高い支援を行います。 

 

（３）職員配置状況（平成３１年４月１日現在） 

区 分 園 長 総務部 支援部 短時間 計 

男 性 １ ４ ２７ ２ ３４ 

女 性  １ １３ １３ ２７ 

計 １ ５ ４０ １５ ６１ 

 

（４）組織図・・・別表１ 

 

２ 会議、委員会の体制 

（１）会議 

   次の会議を設置し、ご利用者支援のサービス向上に努めます。 

・ 経営会議           （理事長・管理者） 

・ 運営会議           （管理者） 

・ 調整会議           （係長以上） 

・ 役職会議           （主任以上） 
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・ 職員会議           （全職員） 

・ 支援会議           （生活支援部職員・栄養士） 

・ ユニット会議         （サビ管・各ユニット担当支援員） 

・ ケース会議          （サビ管・担当支援員） 

・ サービス評価会議       （担当支援員） 

・ 食事サービス会議       （総務部、支援部、給食業務委託業者） 

  

（２）委員会 

   次の委員会を設置し、施設経営とご利用者の生活向上を図ります。 

・ 利用者生活委員会       （ご利用者代表者、園長、支援部職員、栄養士） 

・ 虐待防止委員会        （主任以上担当者） 

・ 感染予防委員会        （総務部・看護師、主任以上担当者） 

・ リスク管理委員会       （生活支援部担当者） 

・ 防災・防犯委員会       （総務部、生活支援部担当者） 

・ 入退所調整委員会       （主任以上担当者、看護師） 

・ 衛生管理委員会        （支援部担当者） 

 

（３）研修事業 

   次の研修会を実施し、職員の専門性と質の向上を図ります。 

・ 内部研修会          （毎月） 

・ 新任職員合同研修会      （隔月） 

・ 階層別研修（中堅・幹部）   （随時） 

・ 人事考課者育成研修      （随時） 

・ 権利擁護・虐待防止研修    （随時） 

・ 関係機関・団体・その他の研修 （随時） 

・ 研究調査・ケース研究     （随時） 

 

３ ご利用者の状況（平成３１年４月１日現在） 

（１）各ユニットの男女別状況 

区 分 もりのまち ほしのまち はなのまち にじのまち 計 

男 性 ２４ ３３   ５７ 

女 性   １９ １９ ３８ 

計 ２４ ３３ １９ １９ ９５ 

 

（２）年齢別 

区  分 
～20 

未満 

20～ 

29 

30～ 

39 

40～ 

49 

50～ 

59 

60～ 

69 

70 

以上 

最高

年齢 

最小

年齢 
平 均 

男 性 ０ ２ １６ ２０ ７ ３ ９ 86歳 21歳 48.8歳 

女 性 ０ １ １２ ８ ４ ５ ８ 83歳 23歳 52.1歳 

計 ０ ３ ２８ ２８ １１ ８ １７   50.1歳 
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（３）障がい別 

区 分 てんかん 自閉傾向 
統 合 

失調症 

身 体 

障がい 
ダウン症 

視 覚

障がい 

聴 覚 

障がい 
内部疾患 体幹機能 

強度行動 

障がい 
心因反応 その他 

男 性 １２ ２３ ２ ５ ４ ２ ３ １ １ ６ ３ ４ 

女 性 １５ ５ ３ ４ ３ ５ ６ ２  ３  ５ 

計 ２７ ２８ ５ ９ ７ ７ ９ ３ １ ９ ３ ９ 

（４）障害支援区分  

支援区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 平均区分 

男 性 ０ ０ ０ ４ １５ ３８ ５７ 5.60 

女 性 ０ ０ ０ ３ ９ ２６ ３８ 5.61 

計 ０ ０ ０ ７ ２４ ６４ ９５ 5.60 

 

第３ 事業と運営方針 

 １ 事業の内容 

（１）生活介護事業  定員：１００名（男性６０名、女性４０名） 

ご利用者が快適な環境のもとで、日常生活又は社会生活を営むことができるよう、入 

浴、排せつ、食事の介護等や創作的活動又は生産活動の機会を提供します。 

 

（２）施設入所支援事業 定員：１００名（男性６０名、女性４０名） 

施設入所者に対し、主として夜間において入浴、排せつ、食事の介護、生活等の相談及

び助言、その他必要な日常生活の支援を行います。 

 

（３）その他の事業 

短期入所事業 

 

在宅において介護を行う方の事情等で、短期間の宿泊や施設利用が必

要な障がいのある方に対し、心身その他の状況に応じて支援を行いま

す。定員：２名（併設型～男性１名・女性１名、空床型～空床時） 

日中一時支援事業 障がいのある方を日常的に介護している家族の一時的な休息を図るこ

とを目的に、日中における活動の場と支援を提供します。 

相談支援事業 

（計画相談・地域移

行・地域定着） 

相談支援事業所の事務所を「ふらっぷ」に移行して、障がい者のある

方からの就労や生活全般にかかる相談に応じ、必要な情報の提供及び

助言、障がい福祉サービスの利用、権利擁護のために必要な援助を行

います。 

 

 ２ 運営方針の内容 

（１）総務部・総務課 

  ご利用者の生活環境向上に伴う施設の適正な環境保全と安定した施設経営を目指しま

す。 

施設経営基盤の安

定・強化 

経営の安定を図るため、法人事業所内で連携し、ご利用者のニーズに

沿った受け入れ体制を整え、定員充足に努めます。また、定期的な在

庫管理や計画的な予算執行に努め、施設の収支状況を施設全体で共有

化し、経営の強化を図ります。 

中長期計画の遂行 

社会への高水準な福祉サービスの提供および将来的なビジョンのもと

で、施設の永続的な運営を目指し、現在進行中の中長期計画の遂行、

見直しを行います。 
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人事管理及び人材

の確保 

改定した賃金規程やキャリアパス、育児休暇制度等を職員に浸透させ、

定着率の改善を図ります。また、若手ＯＢ・ＯＧ職員の学校等の訪問

活動を強化し、新規採用職員の確保に努めます。 

地域貢献 

地域の各種団体、行政･福祉機関との協働、連携を図り、職員の地域活

動参加の機会を設け、積極的に参加のサポートや活動しやすい環境を

整備します。また、ボランティアの受け入れ、学校教育への協力、地

域行事へ積極的に参加し、地域との共生を図ります。 

安心・安全で安定し

た食事提供 

委託業者と連携し、衛生管理の向上と感染症対策の徹底を図り、食材

の品質や価格、食事サービスの適正管理を行い、安心・安全な食事提

供に努めます。また、将来的な体制を見据え、配膳方法やクックチル

調理の導入も検討・協議します。 

適切な栄養管理と

食事環境の向上 

嗜好に反映した献立作りや季節感のある行事食、さらには環境・空間

を工夫することで、あたたかい家庭的な食事を提供します。また、身

体機能の低下による個別対応食について、見た目や盛り付けへの配慮、

ソフト食の導入等を検討し、安全且つ美味しく喜ばれる食事提供に努

めます。 

職員の健康促進 

定期健康診断または生活習慣病検診の他、心理的負担の程度を把握す

るための検査（ストレスチェック）を実施し職員の心身の健康の保持、

増進のための実態把握に努めます。また、心身の健康づくり及び活気

ある職場づくりを目指し、福利厚生等による職員への健康支援体制を

整備します。 

施設等の保全管理 

施設・備品の破損等には迅速に対応するとともに、ご利用者の生活環

境の保全管理に努めます。また、定期的に建造物等の点検を行い、適

切な危機管理や住環境整備のための計画的な修繕・更新を行います。 

防災・防犯対策の整

備 

火災、自然災害等の事業継続計画（BCP）を再点検し、被害を最小限

に抑え、非常時でも平常時に近いサービスが提供できるよう非常食や

備品等の整備を進めます。また、ご利用者が安心して生活できるよう

不審者等の防犯対策の充実・強化を図ります。 

 

（２）生活支援部・生活支援課 

  個々のニーズに応じた適切な福祉サービスの提供ができるように環境整備を行いなが

ら生活の質の向上につながる支援を推進します。特に次の事項を重点に取り組みます。 

個別支援計画の充

実と評価の明確化 

一人ひとりの障がいやニーズに応じた個別支援計画を作成します。ま

た、サービスが適切に提供されているか、定期的にモニタリングを行

い、必要に応じて見直しを行います。サービスの提供状況や成果（評

価）を把握するため、「月間総括」を作成します。 

介護技術の向上 ライフステージに応じた、「生きがい」が感じられる生活環境を提供す

るとともにきめ細やかな健康管理を行い、疾病の早期発見に努めます。

また、身体が不自由な方が、安心・安全に生活できるよう介護技術の

向上に努めます。 

日中活動支援の充

実 

 

前年度の検証結果を踏まえ、すべてのご利用者に一年を通して継続的

かつ楽しく充実した日中活動を提供できるよう各ユニットが活動内容

を設定し、活動支援課が連絡調整、人員配置等を行います。 
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自治会活動の活性

化 

 

ご利用者本位のサービス提供の実現に向けてあおぞらの会および利用

者生活委員会のサポートを行います。多くのご利用者と職員が意見交

換できるように懇談会やご利用者自身がサービスを評価できる機会を

設け、施設全体のＱＯＬ向上につなげます。 

人材育成・階層別研

修体制の整備 

適正で質の高い支援を実践するため、育成方針をキャリアパスと５Ｓ

（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を基本に職員教育を推進します。特

に組織強化を図るため、リーダー職や幹部職員の養成研修等の整備に

努めます。 

衣食住環境の改善 ご利用者の衣服や居室のインテリア、レイアウトがより快適なものに

なるように検討します。また、嗜好調査等を参考においしさ、楽しさ、

食べやすさ等を食事の形態やカロリーも含めて改善します。 

保健・医療 

 

 

本年１月にインフルエンザの集団感染が発生したことから職員の感染

予防に関する知識・技能の向上を図るとともにご利用者の免疫力を高

めるため、ご利用者の体力増進と口腔ケアの充実に努めます。また、

ご利用者の高齢化に伴い、定期健康診断および各種がん検診の見直し

を検討します。 

余暇・スポーツ活動 

の充実 

 

 

ご利用者の高齢化と障がい特性を踏まえ、認知症予防や健康増進につ

ながる余暇（カラオケ・ウォーキング等）の機会を設け、残存能力の

維持・増進を図ります。また、カラオケ機器を活用したダンスや高齢

者向けの運動等を取り入れます。 

自立訓練の推進 

 

 

 

地域生活に必要なスキルアップを図るため、自立生活に意欲のあるご

利用者に自立訓練ホーム「ふらっぷ」を活用して生活体験の機会を設

けます。また、ユニット内でも可能な範囲で自立支援を実施するとと

もに余暇の充実を図ります。 

作業の効率化 人員不足を補うため、作業のソフト、ハード両面を見直し、作業の効

率化を図ります。 

広報誌の見直し 各事業所の編集係と協議し、事業活動をより広く深く情報発信できる

ようにレイアウトの見直しや文章表現などの統一化を図ります。 

実習生・ボランティ

アの受け入れ 

実習生やボランティアを積極的に受け入れ、次世代の育成と障がい福

祉への興味・関心を広めるとともに、人員不足を補うため、日中活動

のサポートやガイドヘルパー等のボランティア養成を目指します。 

 

①生活介護事業 

ご利用者のニーズや特性を踏まえ、個々のニーズに応じた適切な生活支援を提供できる

よう、環境整備や情報提供を行いながら、生きがいを感じる生活の実現を目指します。 

 

◇生活支援課◇ 

≪自立した日常生活および社会生活を営むことができるための支援≫ 



- 7 - 
 

生活支援 食事、排泄、入浴、移動、整容、歯磨き、衛生、服薬、居室内清掃、

衣類整理、相談、情緒の安定等を図ります。 

居住環境の整備 快適な環境（安全・清潔）の保持に努めます。 

定期巡回 体調確認、行事連絡、話題提供を行います。 

行動障がい者への

支援 

施設の環境との関係性を重視した情緒安定につながる個別支援を提供

します。 

高齢者への支援 身体機能が低下している高齢者に対する適切な支援・介護・見守りを

行います。 

健康状況の把握 ＡＤＬや運動機能の他、バイタルサイン、体重、口腔、皮膚、精神状

態などを確認し、データーをもとに変化の有無を把握します。 

 

◇活動支援課◇ 

個々のニーズや特性に応じた日中活動を提供し、生きがいや楽しみのあるサービス提供を

目指します。  

活動支援第１係 ≪創作活動≫ 

創作活動 各種行事、ふれあいフェスタ、みんな・あーと、からまつ・あーと展

に向けた作品制作等 

演芸活動 ダンス、演芸活動。すてーじ・あーと、ふれあいフェスタ、介護保険

施設等での演芸発表を目指す 

健康維持・増進活動 園内散歩、ウォーキング、カラオケ、音楽活動、軽運動、ボール遊び、

カローリング、日光浴、花プランター管理、雪遊び、歩くスキー等 

生きがい活動 

（個別活動） 
パズル、編み物、ビーズ通し、ボールペン組立、歩行機能訓練、 

写真撮影等 

活動支援第１係 ≪療育活動≫ 

スヌーズレン 心地良い感覚刺激を楽しみ、リラックスや喜びを得る 

療育活動 障がい特性に合わせた課題の提供 

創作活動 各種行事、展示会に向けた作品制作等 

健康維持・増進活動 園内散歩、ウォーキング、カラオケ、音楽活動、軽運動、ボール遊び、

カローリング、日光浴、花プランター管理、雪遊び、歩くスキー等 

活動支援第２係 ≪生産活動≫ 

屋外活動 営農作業、花壇整備、施設周囲の環境整備、除雪等 

屋内活動 食堂清掃、施設内清掃、ゴミ出し（リサイクル）等 

活動支援第２係 ≪元気班≫ 

生きがい活動 各種活動、カラオケ、レクリエーション、スポーツ、遊び（カルタ、

トランプ）、個別活動（趣味、釣り堀ゲーム、園芸、シャボン玉等） 

健康維持・増進活動 散歩、体操、ふまねっと、風船バレー、フロアカーリング等 
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◇健康支援課◇ 

 関係機関との連携し、疾病の早期発見・早期治療に努め、心身共に健康で豊かな生活が送

れるように支援します。 

健康管理 健康管理、処置、薬剤管理 

通院支援 各診療科目における定期通院、必要に応じた通院、往診介助 

検診支援 歯科検診、定期健康診断、胃がん検診、婦人科検診、エキノコックス

検診 

感染予防対策 インフルエンザ、ノロウイルス等の感染症対策、予防接種等 

 

◇地域企画調整科◇ 

 ご利用者の地域移行に向け、自立訓練ホーム「ふらっぷ」の利用を主に訓練を行います。

また、季節や個々のニーズに応じた余暇活動や潤いのある生活を目的とした各種行事を企画

します。 

施設外訓練 施設外訓練に対する支援、事業所訪問 

施設内訓練 施設内訓練に対するスキルアップ支援 

施設イベント 野外バーベキュー、スポ・レク交流会、花火大会、ふれあいフェスタ 

クリスマス会等 

町内行事 湖水まつり、神社祭、小学校運動会・学芸会等 

余暇活動 スポーツ観戦、各種イベント企画（慰問等の受け入れ） 

地域生活移行支援 地域生活に必要なスキルアップ支援、地域生活体験、料理教室等 

その他 障がい者週間記念事業 

 

◇ご利用者自治会の支援（あおぞらの会）◇ 

意見交換や地域の情報提供を行い、ご利用者の考えを大切にしながら、主体的に各種事業

や計画立案等の活動ができるように側面から支援します。 

利用者生活委員会 利用者生活委員会に職員を招集し、意見交換やサービス評価を行う 

事業計画の立案 事業計画の立案、実施に関するサポート（総会、野外バーベキュー、

クリーン   作戦等） 

情報提供 ポスター・資料づくり 

自動販売機の運営 清涼飲料水の販売 

総会・役員会の開催 総会・役員会の準備、運営 

誕生会の協力 誕生会プレゼントの助成 

施設内清掃活動 清掃チェック、大掃除の協力 

施設外清掃活動 地域でのクリ―ン作戦 

地域奉仕活動 除雪ボランティアへの参加、リングプルの回収 

 

◇家族会の支援（家族会事務局）◇ 

 家族会と連携し、家族会事業の円滑な運営を事務局がサポートします。総会、研修会、情

報交換会等の企画、運営について協議します。 
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②施設入所支援事業 

主に夜間において、入浴、排泄、食事等の支援、生活等に関する相談及び助言、その他必

要な日常生活上の支援を行います。 

日常生活での支援 起床、就寝、睡眠、更衣、食事、排泄、歯磨き、衛生、服薬、相談、

情緒の安定等を図ります。 

ホームルーム 体調確認、行事連絡、話題提供、地域情報提供 

就寝前支援 寝具確認、トイレ誘導、おむつ交換 

定期巡回 居室内温度調整、体調確認 

行動障がい者への

支援 

施設内環境との関係性を重視した情緒安定につながる個別支援の提供 

高齢者への支援 身体機能が低下している高齢者への適切な支援・介護・見守り 

健康状況の把握 食事、排泄、睡眠、運動機能の他バイタルサイン（検温・血圧、呼吸

機能）、体重、口腔、皮膚、精神状態などをし、データーをもとに変化

や異常の有無を把握します。 
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別紙 1          障がい者支援施設 南富良野からまつ園 

平 成 ３１ 年 度 年 間 主 要 行 事 予 定 計 画 書（案） 

月  日 施 設 行 事 
地域行事    

道北施設協会 
家族会 保健衛生 あおぞらの会 

４ 

１日 辞令交付式・新年度体制     

６日    歯科検診  

１２日  大正琴演奏会    

１８日     総会・お楽しみ会 

３０日 春季帰省日  道北・空知     

５ 

１～５日 春季一時帰省 道央・道東     

４日 春季帰園日  道北・空知     

２３日 野外バーベキュー     

１８日   研修会・役員会   

未定    前期定期健康診断  

６ 

２日  南富良野小学校運動会   清掃活動 

未定 町外外出     

未定 交通安全教室     

未定 旅行 ソフトボール大会（協会）    

７ 

６日 第３９回スポ・レク交流会  総会   

２７日 第４８回湖水まつり     

未定  パークゴルフ大会（協会）    

未定 旅行     

８ 

１０～１７

日 
夏季一時帰省 道北・空知     

１１～１８

日 
夏季一時帰省 道央・道東     

２０日 合同花火大会     

未定 旅行 福祉スポーツ大会    

９ 

７日 第３７回ふれあいフェスタ     

１２日  スポーツ交流会（協会）  胃がん検診  

１７日  南富良野神社祭    

１９日  南富良野小学校学芸会    

未定 道内旅行・からまつあーと展    清掃活動 

10 

随時 町内農産物販売     

未定    後期定期健康診断  

未定  卓球大会（協会）    

未定 旅行     

未定   情報交換会   

11 

１４日    乳がん子宮頸がん検診  

未定 旅行 すてーじ・あーと（協会）    

未定    インフルエンザ予防接種  

12 

３～９日 障害者週間   感染予防強化月間  

１９日 クリスマス会     

２８日 冬季帰省日 道北・空知     

２９日 冬季帰省日 道央・道東     

３１日 年越し     

１ 

１日 新年を祝う会     

４日 冬季帰園日 道北・空知     

５日 冬季帰園日 道央・道東     

２ 
３日 節分     

未定 法人研究発表会 あーと展（協会）   除雪ボランティア 

３ 
３日 桃の節句を祝う会     

未定  氷点下まつり    

そ

の

他 

年 間 旅行、避難訓練    役員会 

毎 月 誕生会（昼食会：随時）   体重・血圧測定 利用者生活委員会 

＊春、夏、冬季一時帰省日・帰園日については、方面別で日程が異なります。 
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もりのまち

ほしのまち

はなのまち

にじのまち

事務員
 (新任)佐藤敏

南富良野からまつ園組織機構図（案） 園　長 平成31年4月1日

杉　村

生活支援部 総 務 部

法人事務局長

部 長　中島正
総括課長　久保田

生活支援第1課 生活支援第2課
活動支援課

課 長　日下

健康支援課

課長(兼) 久保田

総務課

課長(兼) 中島正
（サービス管理責任者） （サービス管理責任者）

課 長　山科 課 長　佐藤光

生活支援第1係  地域･企画調整科 生活支援第2係 活動支援係 健康支援係 総務係
 係長（兼）山科  係長(兼) 渡辺和 係長 大西洋 係長 渡辺和 係長 渡辺誠 係長　鈴木 

もりのまち ほしのまち
地域･企画調整科

はなのまち にじのまち 活動支援第1係 活動支援第2係
管理係

ユニット長 ユニット長 ユニット長 ユニット長
主任 福地

健康支援係 総務係

主任 佐々木ゆ 主任(兼)渡辺誠 主任(兼)鈴木 主任 下家主任 日向 主任 福永 主任 佐藤慶 主任 矢野央 主任 吉田典

副ユニット長 副ユニット長 副ユニット長 副ユニット長 療育活動科リーダー 生産活動科リーダー

広瀬 小田 (兼) 中島玲  （兼）福地 上野 小只 富田 吉田日
看護師 栄養士 管理当直

池長 (兼) 木下(兼)

看護師 管理当直
池長 木下 (兼) 田中 桜場 國分 (兼) 安田 (兼)

(兼) 石川

短時

高松 上原

上坂

斎

阿部
臨時事務員

(兼)

健康支援係

今

(兼)

大西直

安田 高松 (兼) 中島加 中島加

佐々木美

丹羽

短時

短時

中島玲 阿部 (兼) 山田 保科 藤川

佐藤紗

創作活動科リーダー 元気班リーダー

(兼)佐々木快栄前田 田中 （新任）西村 山田

(兼) 桜場今 石川 （兼）佐藤慶 三原 (兼) 國分

(兼) 保科

(兼)

(新任)佐々木快 大上 （大西洋） 丹羽

(兼)

(兼)佐々木ゆ (兼)

西村
短時

藤川

（兼）渡辺誠

蓬田（兼）日下 （兼）渡辺和 澤井

預り金出納担当 預り金出納担当 預り金出納担当

上坂 上坂 上坂

(兼) 栄前田

上坂

預り金出納担当

（産休 吉田彩）

短時
矢野亜

短時
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相談支援事業所「ふらっぷ」組織機構図（案）                         平成３１年４月１日 

 

 

 

総括課長(兼） 

久保田 

健康支援課長(兼） 
久保田 

生活支援課長(兼) 
山 科 

生活支援課長(兼) 

佐藤光 

 

相談支援専門員(兼) 
鈴 木 
矢野央 

管理者(兼) 

杉村 

相談支援専門員(兼) 
鈴 木 
矢野央 

一般相談支援事業 特定相談支援事業 


